
活動叫問割合に大きな群間変異があることを報告

し,遊動城内の森林構造の差異と群れの森林利用

形態の差光をその要因として指摘した｡

1983咋7月に本山A群は2群に分裂し,はば1

咋後の84年5月でも2群の遊動域の分離はほとん

どiiEまず,互いに同じ遊動域を遊動していた｡咋

坤と同じ柴食を中心とする5月期のそれぞれの群

れの採企植物柾は23軌 28極であった｡両群に共

通するのは17位であった｡スキャニング法による

探企柑Iil割合も加味した食物桂上位10種について
の兆姐JiEはGlO/Oであった｡また活動時間のなかで

採食の占める削合はそれぞれ21%と同じであった｡

ちなみに,咋坪の同時期の分裂前の本山A群では,

採企時間別合は290/Oであった｡

LiflLS】の変災を正しくとらえるためには,郡内の

l川肘L糊にみられる食物選択の実態を明らかにせね

ばならない｡アルクがにおいて,2個体同時連続

追跡を行った｡同家系円のメス2頭,実家系問の

メス2政を組み合わせとして選び,個体間の距離,

採食拙,Jia辺個帆 音声のなきかわしなど群れ内

のJJJ他の状況を具体的に調査した｡家系円の個休
rLiJLl朗性は,家系間よりも小さい｡道路沿いの調査

区rJLほれがどのように通過してゆくかを定点観測

すると,家系碇団のまとまりをゆるやかに保ちな

がら次々にあらわれては採食していたが.家系焦

LjlMの探企活動の同和性はさほど高くはなかっTL

同家系円の個体間にみられる食物選択の変異の巾

よりも,知'#系闇の個体のほうがより変異の巾が

せまいような印象が得られた｡

このJ:うな珊瑚や個体間にみられる食をめぐる

変グ紬;,食物選択の大巾な自由のなかで生ずるも

のなのか,あるいは,群れ円の個体間干渉や群れ

の採企活軸の伝統的な差ダ引こよるためなのかを結

論づけるには,今後もより詳しい調査研究が必要

である｡
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課 題 4 (本年度は延期)

課 題 5

チンパンジーの自己認知の研究

北原 隆 ･安枝三哲(上智大 ･理工)

霊長類における鏡像の自己認知および自己志誠

については,次に述べるいくつかの対立する見解

が出されている｡①規人垣には人間の自己志詔に

相当する能力があり,サル頬には認められない

(Gallup,1970)｡②オペラント学習によって

自己の鏡像に対する反応がハトにも可能であり,

tt自己意識"をもち出す必要はない(Epstein,

他,1981)｡⑧自己鏡像の反応にみられる類人垣

とサル頬とのちがいは,複合感覚統合能力のちが

いで説明できる(室伏,1978)｡

本実験は,チンパンジーとマントヒヒを用いて

⑧の仮説を実験的にたしかめることにある｡チン

パンジーでは,オトナメス2頭とアカンボウ2頭

の疑団を,マントヒヒでは2頭のペアを対象に,

マジックミラーの装置を用いて,ビデオおよび直

接観察による行動の記録･分析を行った｡実験は

2月2D日～3月6日,および4月1日～4月10EI

の延17日間行い,次の結果がえられた｡

チンパンジーでは,鏡提示直後にみられる社会

的反応の頻度は,ギャロップの結果より梅岩削こ少

なかった｡さらに,自己鏡像に向けられる反応が

成立する前に,手や足,祝などの体の一部分をく

り返し動かすだけの社会的意味不明の反応とその

さいの手や体の動きに視線を袋申させる興味深い

反応がみられたoまた,チンパンジーのアカンボ

ウおよびマントヒヒにおいては,社会的反応のみ

で,自己鏡像に向けられる反応は認められなかっ

た｡そして,これらの個体では,チンパンジーの

オトナの場合と異なり,自己鏡像に対して視線を

しばらく固定する,あるいは次々と視線を移動さ

すことが認められなかった｡

以上の結果は,不十分ながら(童如)仮説をうらず

けるものといえよう｡今後は,視線の使い方の定

員化と共に,チンパンジーの社会的発達との関連

を考えてみたい｡
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